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　「
黒
田
さ
ん
は
母
校
の
名

誉
」。
そ
う
語
る
の
は
山
口

県
岩
国
市
の
公
認
会
計
士
・

三
吉
忠
光
さ
ん
（
昭
29
商
経

写
真
）。
今
シ
ー
ズ
ン
、

黒
田
さ
ん
に
声
援
を
送
り
、

活
躍
を
報
じ
る
新
聞
記
事
を

集
め
続
け
た
。

　
最
高
裁
書
記
官
研
修
所
で

働
き
な
が
ら
専
大
で
学
ん

だ
。
長
年
広
島
フ
ァ
ン
だ
っ

た
が
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
黒

田
さ
ん
が
母

校
の
後
輩
と

気
付
い
た
の

は
今
年
に
入

っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
新
聞
の
切
り

抜
き
を
欠
か
さ
な
い
毎
日
。

　
川
崎
市
多
摩
区
内
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
専
修
、
明

治
、
日
本
女
子
の
３
大
学
の

学
生
に
よ
る
合
同
コ
ン
サ
ー

ト
「
２
０
１
６
多
摩
区
３
大

学
コ
ン
サ
ー
ト
〜
水
と
緑
と

学
び
の
ま
ち
〜
」
が
10
月
８

日
、
多
摩
市
民
館
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
専
大
か
ら
は
ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｅ
ｍ
ｏ
Ｈ

ｉ
ｌ
ｌ
（
エ
モ
ヒ
ル
）
が
出

演
、
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

聴
衆
を
魅
了
し
た

写
真
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
多
摩
区
・

３
大
学
連
携
協
議
会
主
催
。

約
５
０
０
人
が
訪
れ
た
。

　
Ｅ
ｍ
ｏ
Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
の
１
年

次
生
か
ら
４
年
次
生
ま
で
３

グ
ル
ー
プ
17
人
は
、
ゲ
ー
ム

音
楽
メ
ド
レ
ー
や
邦
楽
ロ
ッ

ク
な
ど
、
老
若
男
女
に
な
じ

み
の
あ
る
曲
を
中
心
に
６
曲

披
露
し
た
。

　
小
野
諒
太
郎
代
表
（
文

２
）
は
「
大
勢
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
。
１
年
次
生
は
、

初
め
て
の
ホ
ー
ル
で
の
演
奏

に
感
激
し
て
い
た
」と
話
す
。

　
多
摩
区
・
３
大
学
連
携
協

議
会
は
大
学
の
知
的
財
産
や

人
材
を
生
か
し
て
地
域
社
会

の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
２

０
０
５
年
に
発
足
。
コ
ン
サ

ー
ト
の
ほ
か
公
開
講
座
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　「
論
文
を
捜
査
現
場
に
提

供
し
た
い
」
と
第
二
の
人
生

を
法
学
の
研
究
に
打
ち
込
ん

で
い
る
元
栃
木
県
警
察
学
校

長
の
細
谷
芳
明
さ
ん
（
平
28

院
法
修
、
66
歳
）
の
論
文
が

捜
査
専
門
誌
『
捜
査
研
究
』

臨
時
増
刊
号
（
東
京
法
令
出

版
）
に
掲
載
さ
れ
、
反
響
を

呼
ん
で
い
る
。

　
掲
載
さ
れ
た
の
は
修
士
論

文
「
違
法
収
集
証
拠
排
除
法

則
の
一
考
察
〜
平
成
15
年
最

高
裁
判
決
以
後
の
証
拠
排
除

裁
判
例
の
類
型
別
考
察
〜
」。

掲
載
に
当
た
っ
て
実
務
書
向

け
に
書
き
直
し
た
。

　
違
法
な
捜
査
手
続
き
で
押

収
さ
れ
た
証
拠
物
の
証
拠
能

力
の
問
題
を
、
米
国
連
邦
最

高
裁
の
判
例
や
過
去
の
判
例

を
た
ど
り
考
察
、
無
罪
と
な

っ
た
事
例
を
類
型
別
に
分

け
、
捜
査
手
続
き
上
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
当
時
の
捜
査

員
に
と
っ
て
ほ
か
に
取
り
得

た
よ
り
良
い
対
応
策
も
提
示

し
た
意
欲
作
。

　「
違
法
収
集
証
拠
に
つ
い

て
こ
の
よ
う
に
判
例
を
集
め

た
書
籍
は
ほ
か
に
な
い
」

「
あ
く
ま
で
も
現
場
ベ
ー
ス

で
の
姿
勢
で
詳
細
な
事
例
報

告
を
行
っ
て
い
る
」「
物
語

の
よ
う
に
読
み
や
す
い
」
と

出
版
社
に
は
反
響
が
続
々
と

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
８

月
に
も
大
学
院
時
代
の
「
留

置
き
」
の
論
文
が
同
誌
に
掲

載
さ
れ
（
本
紙
５
４
１
号
既

報
）、
２
冊
目
と
な
っ
た
。

　
栃
木
県
真
岡
市
出
身
の
細

谷
さ
ん
は
１
９
６
９
年
に
栃

木
県
警
の
警
察
官
に
な
り
刑

事
、
生
活
安
全
、
交
通
、
地

域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
経

験
。「
必
死
の
心
、
必
死
の

力
」
を
信
条
に
、
何
事
に
も

全
力
投
球
で
職
務
に
当
た
っ

た
。
同
県
警
の
大
田
原
警
察

署
長
、
警
察
学
校
長
を
務

め
、
２
０
１
０
年
退
官
後
は

「
学
問
で
社
会
貢
献
を
し
た

い
」
と
本
学
の
二
部
法
学
部

に
入
学
、
さ
ら
に
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
へ
と
進

ん
だ
。

　
自
宅
の
宇
都
宮
市
か
ら
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
往
復
５

時
間
で
「
帰
宅
時
間
は
い
つ

も
午
前
様
」。
周
り
に
は
前

職
は
極
力
明
か
さ
ず
一
学
生

と
し
て
過
ご
し
、
若
い
学
生

た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

愛
用
の
カ
バ
ン
は
、
教
科
書

や
六
法
全
書
な
ど
の
資
料
が

ぎ
っ
し
り
。
二
部
法
学
部
を

総
代
で
卒
業
、
大
学
院
も
優

秀
な
成
績
で
修
了
し
た
。

　「
と
に
か
く
研
究
熱
心
。

警
察
官
と
い
う
実
務
を
経
験

し
た
こ
と
か
ら
こ
ち
ら
が
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
」
と
振
り
返
る
の
は
、
大

学
院
で
指
導
し
た
滝
沢
誠
法

科
大
学
院
教
授
（
刑
事
訴
訟

法
）。

　
専
門
誌
掲
載
は
41
年
間
に

わ
た
る
栃
木
県
警
時
代
の
実

務
に
加
え
、
６
年
間
の
専
大

で
の
研
究
の
集
大
成
。

　「
捜
査
現
場
で
、
団
塊
の

世
代
が
退
職
し
、
世
代
交
代

が
進
ん
で
い
る
。
最
新
の
知

見
や
捜
査
手
続
き
を
研
究

し
、次
の
世
代
に
伝
え
た
い
」

　
現
在
は
法
科
大
学
院
か
、

大
学
院
博
士
後
期
課
程
受
験

を
見
据
え
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　「
気
力
、
体
力
と
も
十
分
。

ま
だ
ま
だ
や
り
ま
す
よ
」

浴衣姿で子どもたちと打ち水するゼミ生

＝８月６日、登栄会打ち水大作戦

アカペラ ＥｍｏＨｉｌｌが魅了
多摩３大学合同コンサート

研究室で滝沢教授に論文の指導を受ける細谷さん（左）。

刊行された『捜査研究』臨時増刊号

「
捜
査
現
場
の
役
に
立
ち
た
い
」

専
門
誌
掲
載
修
士
論
文
が
反
響

元栃木県警察学校長・校友　細谷芳明さん

　
地
域
や
商
店
街
の
活
性
化

に
取
り
組
む
学
生
や
ゼ
ミ
が

活
動
を
報
告
す
る
２
０
１
６

年
度
ま
ち
づ
く
り
オ
ー
プ
ン

会
議
「
遊
休
資
産
や
公
共
財

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
｜

地
域
と
学
生
と
の
連
携
の
観

点
か
ら
｜
」
が
11
月
20
日
に

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
、
商
学
部
の
渡
辺
達
朗
ゼ

ミ
（
原
田
拓
也
ゼ
ミ
長
・
商

３
）
が
川
崎
市
と
東
京
都
千

代
田
区
で
進
め
て
い
る
４
件

の
ま
ち
づ
く
り
・
商
店
街
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
を
発
表
し
た
。

　
渡
辺
ゼ
ミ
は
２
年
前
の
同

会
議
に
も
参
加
。
基
調
報
告

的
な
立
場
か
ら
参
加
５
チ
ー

ム
の
ト
ッ
プ
で
登
壇
し
た
。

　
▽
向
ケ
丘
遊
園
区
役
所
通

り
登
栄
会
（
川
崎
市
）
▽
新

丸
子
商
店
街
（
同
）
▽
靖
国

通
り
商
店
街
連
合
会
（
東
京

都
千
代
田
区
）
▽
神
田
・
日

本
橋
ワ
イ
ン
祭
り
（
同
）
｜

｜
に
つ
い
て
、
押
切
賢
志
朗

さ
ん
、
野
田
知
宏
さ
ん
、
廻

美
帆
さ
ん
、
末
岡
渚
さ
ん
ら

３
年
次
生
が
発
表
し
た
。

　
登
栄
会
で
は「
マ
マ
さ
ん
」

「
シ
ニ
ア
」
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ

ト
別
に
手
描
き
の
イ
ラ
ス
ト

マ
ッ
プ
を
作
製
、
商
店
街
の

魅
力
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
新
丸
子
で
は
、
子
育
て
中

の
女
性
や
シ
ニ
ア
の
利
用
に

向
け
て
の
商
店
紹
介
マ
ッ
プ

や
シ
ン
ボ
ル
の
ア
イ
コ
ン
を

制
作
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
冊
子
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
、

商
店
街
と
一
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
い
る
。

　「
靖
国
通
り
」
と
「
ワ
イ

ン
祭
り
」
は
、
商
学
部
の
生

田
↓
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

（
２
０
２
０
年
）を
め
ど
に
、

地
域
の
商
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

の
魅
力
を
発
見
・
発
信
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
学
生
発
表
の
後
、
渡
辺
教

授
が
成
果
と
課
題
を
発
表
し

締
め
く
く
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
各
地
で
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
大
学
関
係
者

や
事
業
家
、
企
業
関
係
者
も

加
わ
り
意
見
交
換
。
ま
た
渡

辺
教
授
と
各
大
学
の
学
生
代

表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
し
た
原
田
代
表
は

「
ほ
か
の
発
表
団
体
は
建
築

な
ど
を
学
ぶ
理
工
系
大
学
が

ほ
と
ん
ど
で
、
刺
激
を
受
け

た
。
積
極
的
に
前
に
出
る
姿

勢
で
活
動
を
続
け
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
オ
ー
プ
ン
会
議
」

商
・
渡
辺
ゼ
ミ
が
成
果
発
表

　
専
修
大
学
は
、
今
季
で
現

役
を
引
退
し
た
プ
ロ
野
球
広

島
東
洋
カ
ー
プ
の
黒
田
博
樹

さ
ん
（
平
９
商
）
に
今
年
１

年
、
広
報
宣
伝
活
動
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
「
専
修
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
を
伝
え
て
き
た
。
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
に
当
た
り
改

め
て
黒
田
さ
ん
か
ら
引
退
報

告
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
。

　
専
大
野
球
部
で
エ
ー
ス
を

務
め
た
黒
田
さ
ん
は
広
島
、

米
大
リ
ー
グ
で
活
躍
。
14
年

の
オ
フ
、
メ
ジ
ャ
ー
球
団
の

高
額
な
オ
フ
ァ
ー
を
断
り
、

広
島
に
復
帰
し
た
決
断
は

「
男
気
」と
た
た
え
ら
れ
た
。

　
専
大
で
は
オ
ー
ル
専
修
で

黒
田
さ
ん
を
応
援
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
思
い
を
受
け
継

い
で
い
こ
う
と
、
広
告
出
演

を
依
頼
。
黒
田
さ
ん
は
駅
看

板
や
鉄
道
車
内
広
告
な
ど
に

登
場
し
た
ほ
か
、
本
拠
地
・

広
島
市
で
は
市
内
最
大
の
ア

ー
ケ
ー
ド
街
に
雄
姿
を
伝
え

る
専
大
の
巨
大
な
広
告
幕
が

登
場
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
今
年
、
日
米
通
算
２
０
０

勝
を
達
成
し
、
広
島
を
25
年

ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
に
導
い

た
黒
田
さ
ん
。
学
生
を
は
じ

め
校
友
や
ご
父
母
・
保
護

者
、
教
職
員
に
、
目
標
に
向

か
っ
て
一
歩
一
歩
努
力
す
る

姿
勢
の
大
切
さ
を
伝
え
、
勇

気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
３
冊

に
な
っ
た
。
88
歳
の
三
吉
さ

ん
は
「
卒
業
し
て
ず
い
ぶ
ん

た
ち
、
大
学
の
こ
と
を
気
に

か
け
る
の
は
少
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
黒
田
さ
ん
が
専
大

卒
だ
と
知
り
、
応
援
に
も
力

が
入
っ
た
」
と
話
す
。
後
輩

の
活
躍
に
い
た
く
感
じ
入

り
、
専
大
に
ご
寄
付
を
寄
せ

ら
れ
た
。

　
三
吉
さ
ん
は
引
退
を
惜
し

み
「
黒
田
さ
ん
に
は
一
度
お

会
い
し
た
か
っ
た
」
と
笑
っ

た
。

黒田博樹さんからメッセージ 

専大の４年間がプロ野球人生の礎

◀

岩
国
の
三
吉
さ
ん「
後
輩
の
活
躍
に
感
動
」

引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ナ
イ
ン

に
胴
上
げ
さ
れ
る
黒
田
さ
ん

11
月
５
日
、
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム

　広島東洋カープ 黒田博樹です。

　この度、今年限りで現役を引退
し、選手生活を終えることをご報告
します。

　専修大学の多くの校友、教職員、学
生の皆さんからは、在学中から熱い
応援をいただきありがとうございま
した。

　振り返ると、専修大学で過ごした
貴重な４年間が、20年間のプロ野球
人生の礎となりました。

　いまは心と体を休め、これからの
ことをゆっくり考えていこうと思い
ます。

　今日までの皆さんのあたたかいご
声援、本当にありがとうございまし
た。

専修大学の皆さんへ


